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補
助
金
（
１
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
、
今
年
よ
り
『
蛍
雪
会
報
』
を
年
に
１

回
発
行
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
へ
の
後
援
と
し
て
は
、
奨
学

金
の
授
与
・
優
れ
た
活
動
を
し
た
部
活
動
へ

の
援
助
、
卒
業
生
へ
の
卒
業
記
念
品
の
贈
与

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
学

校
へ
の
後
援
（
特
に
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
）

に
も
っ
と
力
を
注
ぐ
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
有
力
な
卒
業
生

が
大
勢
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
頼
も
し

い
限
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
蛍
雪
会
報
」
創
刊
に
寄
せ
て

学
校
長　

石
山　

巌

　

こ
の
度
は
，
境
高

等
学
校
「
蛍
雪
会
報
」

の
創
刊
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
本
校

教
育
活
動
へ
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
境
高
校
同
窓
会
の
新
た
な

活
動
が
、
よ
り
一
層
の
強
固
な
結
び
つ
き
と

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
周
知
の
よ
う
に
、
境
高
校
は
昭
和
３

年
、
茨
城
県
立
境
中
学
校
と
し
て
地
域
の
熱

い
要
望
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
以
来
87
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
参
り
ま
し
た
。
昭
和
23
年
に
は
新

学
制
に
よ
り
茨
城
県
立
境
高
等
学
校
と
改
編
、

そ
の
後
定
時
制
や
農
業
科
も
時
代
の
流
れ
の

中
で
廃
止
、
全
日
制
普
通
科
高
校
と
し
て
文

ご

挨

拶

「
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
」

同
窓
会
会
長　

酒
井
義
博

昨
年
8
月
3
日
開
催
さ
れ

た
平
成
26
年
度
境
高
校
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
、
萩
原
康

男
会
長
が
勇
退
さ
れ
、
私
が

後
任
の
会
長
と
し
て
ご
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
萩
原
前
会
長
に
は
、
40
年

の
長
き
に
亘
っ
て
同
窓
会
の
発
展
と
母
校
教
育
の

充
実
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
も
と
よ
り
非
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
部

役
員
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
務
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

境
高
校
は
、
昭
和
3
年
茨
城
県
立
境
中
学
校
と

し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
87
年
の
歴
史
を
有
し
、

２
万
数
百
名
を
数
え
る
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し

て
参
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
ら
の
方
々
が
各
界

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
力
強
い
限
り
で
す
。

さ
て
、
同
窓
会
の
役
割
と
は
、
一
つ
に
は
同
窓

生
同
士
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、

母
校
で
あ
る
境
高
校
や
後
輩
た
ち
を
後
援
す
る
こ

と
、
な
ど
と
思
い
ま
す
。

親
睦
を
は
か
る
活
動
と
し
て
は
、
年
に
１
度
総

会
（
8
月
の
第
１
日
曜
日
）
を
開
き
、
そ
の
年
の
事
業

報
告
、
会
費
の
収
支
報
告
、
学
校
の
近
況
報
告
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
会
や
同
期
会

な
ど
を
開
催
し
た
時
は
、
申
し
出
に
よ
り
会
よ
り

武
両
道
を
旨
に
、
社
会
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
来
昨

年
度
ま
で
に
、
旧
制
中
学
校
で
の
卒
業
生

１
，
０
８
８
名
と
高
等
学
校
で
の
卒
業
生

１
９
，
４
５
３
名
の
合
計
２
０
，
５
４
１

名
を
輩
出
し
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
た
ち
の

活
躍
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
同
窓
会
か

ら
の
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

平
成
２
年
度
よ
り
始
ま
り
、
昨
年
ま
で
に

40
名
を
超
え
る
人
数
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
外
務
省
に
入
省
し
た
者
や
大

学
卒
業
後
に
テ
レ
ビ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
採
用
さ
れ
た
者
、
筑
波
大
学
を
は
じ
め

難
関
大
に
合
格
し
た
者
な
ど
多
士
済
々
、

生
徒
た
ち
の
進
路
支
援
に
大
き
く
寄
与
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
学
業
面
ば
か
り
で
な

く
、
部
活
動
で
も
活
躍
す
る
生
徒
へ
の
支

援
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
関
東

大
会
や
全
国
大
会
、
国
体
な
ど
で
、
運
動

部
・
文
化
部
双
方
の
ご
支
援
を
頂
き
同
時

に
垂
れ
幕
で
そ
の
顕
彰
を
掲
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
、
平
成
25
年
度
に

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
賛
に
よ
り
旧
校
舎
の
レ

プ
リ
カ
を
作
製
、
現
在
、
学
習
館
１
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
は
、
境
高
校
教
育
活
動
の
円
滑
な

運
営
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
前
会
長
萩
原
康
男
様
・

現
会
長
酒
井
義
博
様
を
始
め
役
員
及
び
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶

と
致
し
ま
す
。



昨
年
夏
の
平
成
26
年
８
月
３
日
（
日
）

に
境
町
長
井
戸
の
ベ
ル
さ
か
い
を
会

場
に
総
勢
１
５
５
名
の
多
数
の
参
加

を
戴
き
茨
城
県
立
境
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

境
高
校
同
窓
会
（
蛍
雪
会
）
で
は
、

昭
和
55
年
度
か
ら
毎
年
８
月
の
第
１

日
曜
日
に
そ
の
年
に
め
で
た
く
還
暦

を
迎
え
た
同
窓
生
の
皆
様
を
招
待
し
、
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平
成
26
年
度
同
窓
会
総
会
報
告　
　

　
　
　

総
勢
１
５
５
名
、
盛
会
裏
に
終
る

総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
総
会
は
高
校
25
期
生
（
全

日
制
）
・
26
期
生
（
定
時
制
）
の
皆
様

を
招
待
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た
本
部

役
員
会
の
席
で
審
議
さ
れ
た
同
窓
会

事
業
、
会
計
決
算
・
監
査
報
告
、
事

業
計
画
、
活
動
予
算
案
、
そ
の
他
の

事
案
が
審
議
さ
れ
、
議
決
承
認
を
戴

い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
総
会
の
最
後
に
は
参
加
者
全

員
の
自
己
紹
介
と
近
況
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
何
十
年
振
り
か
に
再
会

す
る
方
も
お
ら
れ
、
多
く
の
同
窓
生

の
皆
さ
ん
同
志
、
和
や
か
に
懐
か
し

そ
う
お
話
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。新

体
制
発
足

昨
年
度
の
総
会
で
は
、
長
ら
く
そ

の
任
に
就
い
て
来
ら
れ
た
萩
原
康
男

会
長
を
は
じ
め
、
小
松
原
康
之
助
氏
、

猪
瀬
正
巳
氏
、
木
塚
治
雄
氏
の
３
方

の
副
会
長
と
、
合
わ
せ
て
４
名
の
役

員
の
方
が
辞
任
さ
れ
、
新
た
に
高
校

12
期
生
の
酒
井
義
博
氏
が
会
長
、
つ
い

で
高
校
14
期
生
の
石
山
征
夫
氏
、
高
校

18
期
生
の
神
坂
守
男
の
両
氏
が
副
会

長
、
高
校
25
期
生
の
木
村
泰
之
氏
が
監

査
に
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

（
野
村
正
昭
）

本
部
役
員

名
誉
会
長　

石
山　

巌　

学
校
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
26

会
長　
　
　

酒
井
義
博　

高
12

副
会
長　
　

仲
村
敏
明　

高
13

副
会
長　
　

石
山
征
夫　

高
14

副
会
長　
　

神
坂
守
男　

高
18

監
査 

 

　
　

猪
瀬
晴
男　

高
19

監
査 

 

　
　

木
村
泰
之　

高
25

校
内
幹
事

幹
事
長 

 

　

野
村
正
昭　

高
26

幹
事　
　
　

蒔
田　

巧　

教
頭

幹
事　
　
　

荻
野
幸
子 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
務
室
長

幹
事　
　
　

猪
瀬
幸
夫 

 

高
27

幹
事　
　
　

井
上
豊　
　

高
32

幹
事　
　
　

星
野
文
男　

高
35

会
計
幹
事　

新
井
智
子　

高
35

幹
事　
　
　

倉
持
和
史　

高
43

幹
事　
　
　

細
島
洋
一　

高
43

幹
事　
　
　

佐
々
木
咲
子　

高
50

幹
事　
　
　

羽
石
直
樹 

 

高
60

会 場 前 に て 記 念 撮 影

最 後 に 校 歌 斉 唱
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４
月　

同
窓
会
校
内
幹
事
会
議

 
 

 

（
年
間
活
動
計
画
等
）

 

　

境
高
校
職
員
歓
送
迎
会(

役
員
出
席
）

 

　

入
学
式(

役
員
参
列)

５
月　

関
東
大
会
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
部
活
動
奨
励
金
贈
呈
）

卓
球
部
・
吹
奏
楽
部
・
陸
上
部

剣
道
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

写
真
部

６
月　

同
窓
会
総
会
発
起
人
会

７
月　

同
窓
会
本
部
役
員
会

高
校
総
体
壮
行
会

　
　
　
　
　

（
部
活
動
奨
励
金
贈
呈
）

陸
上
部
・
吹
奏
楽
部
・
弓
道
部

写
真
部

８
月　

同
窓
会
総
会

 

　
　
　
　

（
還
暦
同
窓
生
・
恩
師
招
待
）

10
月　

同
窓
会
本
部
役
員
会

同
窓
会
奨
学
生
選
考
会
議

同
窓
会
奨
学
生
奨
学
金
交
付
式

　
　
　
　
　

（
年
額
８
４
，
０
０
０
円
）

２
月 

 

同
窓
会
卒
業
記
念
品

　
　
　

卒
業
生
同
窓
会
入
会
式

３
月　

卒
業
式
（
役
員
参
列)

　

会
計
報
告

事
業
報
告

       平成２６年度　　境高等学校同窓会運営費決算書

収入 4,311,827 円

支出 1,955,371 円

残高 2,356,456 円(次年度へ繰越）

1..収入の部

項目 予算額 決算額 増　　減 摘　要

会費 1,485,000 1,479,600 5,400 ５，４００円×２７４名

繰越金 882,668 882,668 0 前年度より

繰入金 1,945,100 1,945,100 0 奨学金用普通預金より組入

雑収入 32 4459 △ 4,427
利息，同窓会名簿代金，
卒業学年残金

合計 4,312,800 4,311,827 973

2.支出の部

項目 予算額 決算額 増　　減 摘　要

会議費 200,000 79,153 120,847 役員会議費等

総会費 300,000 375,400 △ 75,400 総会運営費等

事務費 10,000 29,160 △ 19,160 封筒等消耗品

通信費 30,000 5,658 24,342 郵送料等

慶弔費 100,000 0 100,000 香料等

餞別費 150,000 80,000 70,000 転退出者への餞別

同窓会補助費 150,000 50,000 100,000 同窓会補助

卒業記念品費 500,000 373,680 126,320 卒業記念品代

生徒活動費 800,000 710,320 89,680
大学合格垂れ幕,部活動での高校
総体・関東大会祝・垂れ幕等

奨学金 252,000 252,000 0 奨学金用資金

予備費 1,820,800 0 1,820,800

合計 4,312,800 1,955,371 2,357,429

3.残金 2,356,456 円は　次年度へ繰り越します。



昨
年
度
の
境
高
校
の
部
活
動
は
大
変

華
々
し
い
活
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
境
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
創

設
以
来
の
初
の
快
挙
で
あ
る
東
日
本
吹

奏
楽
部
大
会
金
賞
と
い
う
輝
か
し
い
栄

冠
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
吉
報
は
す
で
に
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
諸

氏
に
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

顧
問
（
塚
田
こ
ず
え
教
諭
）
の
所
感

で
は
東
日
本
吹
奏
楽
部
大
会
の
演
奏
で

は
必
ず
し
も
全
て
が
上
手
く
い
っ
た
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
部
員
た

ち
が
、
取
り
組
ん
だ
作
品
の
魅
力
を
十

分
に
感
じ
と
り
、
日
頃
の
練
習
の
過
程

で
様
々
な
積
み
重
ね
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
心
を
込
め
て
演
奏
で
き
た
こ
と
が

こ
の
度
の
金
賞
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
金
賞
受
賞
と
い

《
陸
上
競
技
部
》

棒
高
跳
び

　
　
　

長
崎
国
体
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
年　

内
田
涼
太

　

私
は
長
崎
国

体
少
年
Ａ
棒
高

跳
び
に
茨
城
県

代
表
選
手
と
し

て
出
場
す
る
こ

と
で
と
て
も
緊

張
い
た
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
国

体
関
係
の
先
生

方
に
激
励
の
お

 
 
 
 
 
  

部
活
動
の
活
躍    　

 

境
か
ら
全
国
へ

言
葉
を
戴
き
試
合
当
日
は
し
っ
か
り
と

自
信
を
持
っ
て
競
技
に
挑
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
番
の
試
合
で
は
自
分
の

い
つ
も
通
り
の
跳
躍
が
で
き
れ
ば
入
賞

で
き
る
と
確
信
し
て
跳
び
ま
し
た
が
、

結
果
は
残
念
な
が
ら
入
賞
で
き
ず
に
競

技
が
終
了
し
て
し
ま
い
、
と
て
も
悔
し

い
思
い
を
す
る
と
と
も
に
あ
ら
た
め
て

全
国
の
舞
台
で
試
合
を
す
る
こ
と
の
難

し
さ
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
今
回
の
長
崎
国
体
で
自
分
の

こ
と
を
応
援
並
び
に
ご
指
導
し
て
下
さ

っ
た
先
生
方
や
関
係
諸
氏
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
に
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
素
晴
ら
し
い
栄
冠
を
戴
く
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
自
信
と
し
て
境
高
校
吹
奏

楽
部
員
に
は
さ
ら
な
る
努

力
と
発
展
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　                　蛍 雪 会 報         平成 27 年 7 月 10 日 （4） 

《
吹
奏
楽
部
》

『
第
14
回
東
日
本
吹
奏
楽
部
大
会

	
	

	
	

	

金
賞
受
賞
の
栄
冠
！
』

熱 演 す る 吹 奏 楽 部 員

練 習 光 景


